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１ 開 会 時 間      ９ 時  ３０ 分 

 

２ 閉 会 時 間      １１時    ５５ 分 

 

３ 教 育 長 名            府 川  陽 一 

 

４ 署 名 委 員 

 

５ 出 席 委 員 

議 席 番 号 出  欠  席 氏          名 

１   山  内   み ど り 

２    蓮  實   茂  夫 

３ 
 

吉  田   美 佳 子 

４ 
 

 原     道  子 

５ 
 

府  川   陽  一 

 

６ 出席者氏名      教育部長  鐘ヶ江学 

             教育総務課長  黒石徳子 

生涯学習課長  三浦牧子 

教育総務課指導班長  下澤純二 

教育総務課指導班主幹  永井貴幸 

             教育総務課教育総務班長  岩崎稔史 

             教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 

 

７ 傍 聴 者      ３名 

 

８ 調 製 者            教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 
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平成２８年度４月教育委員会議定例会会議録 

 

              日 時：平成２８年４月２２日（金） 

                 ９時３０分より 

                      場 所 ：二宮町町民センター２Ａクラブ室 

                           

― 開会宣言 ― 

（教育長）平成２８年度４月定例教育委員会議を開催します。 

 

 

― 署名委員の指名 ― 

原委員を指名する。 

 

 

― 職員紹介 ― 

（教育部長）職員紹介を資料に基づいて行う。 

 

 

― 教育長事務報告 ― 

（教育長）４月事務報告を資料に基づいて行う。 

（教育部長）４月政策会議報告を資料に基づいて行う。 

（各課長）各課の事務報告・事業予定について資料に基づいて行う。 

 

○（原委員）4月 19 日の政策会議報告の中の（２）神奈川県住宅供給公社の事業と、（３）（仮

称）一色小学校区地域再生協議会は関係があるのでしょうか。また、一色小学校のコミュ

ニティ・スクールとの関係はあるのでしょうか。 

○（教育長）（２）は住宅供給公社が行う事業ですが、（３）とコミュニティ・スクールは関

係があり、町、学校、地域の連携が必要で、準備している最中です。地域再生協議会は、

安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくることを目標に、地域再生を地域の方々

と町が協働で実現していきます。地域再生協議会は、今後いろいろな部会を設けていく予

定ですが、教育に関係があるものとしては、友情の山部会と音楽部会があります。友情の

山部会は、一色小学校の敷地の山の環境整備をするために、散策路を整備する予定で、一

般の方にも公開を予定しています。音楽部会は、１０月３０日に百合が丘地区の 50周年の

式典の中で、一色小学校の体育館で音楽会を開催する予定です。友情の山部会と音楽部会

がその後、登下校の見守りや放課後子ども教室のお手伝いをしていただくなど、今地域の

方々に行っていただいているボランティア活動が、組織として動いていただけるようにな
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ることを期待しています。 

○（原委員）国から予算はもらえるのでしょうか。 

○（教育長）地域再生事業として補助金が出る予定で、ふるさとの家のトイレの修理なども

予定しています。 

○（原委員）補助金があるなら、後に残る形で使う方がいいのではないでしょうか。一色小

学校の体育館を防災の拠点として使う時に、水の供給が心配されます。一色小学校には井

戸が正門の近くにあります。体育館までは遠いので、手で運ぶのはとても大変です。井戸

水を避難所となる体育館まで引けないのかということが話題にあがったことがありました。

防災部会を作って、このようなことも検討していけたらいいのではないでしょうか。 

○（教育総務課長）この地域再生協議会については、もう国に計画を出してしまっていると

思います。 

○（蓮實委員）その補助金の中に教育に関係するものはありますか。 

○（教育長）教育に直接関係するものはありません。（仮称）一色小学校区地域再生協議会に

使うための補助金となっています。 

○（蓮實委員）コミュニティ・スクールの促進事業の年間の予定は決まっているのでしょう

か。 

○（教育総務課長）２年間の実施計画をお示ししたいと考えていますが、本日開催される研

修会は、その第１歩として行うものです。スケジュールは、なるべく早く示したいと考え

ています。 

○（蓮實委員）他の部局との調整もあり、大変だと思いますが年間のスケジュールは示して

いただきたいと思います。 

○（教育長）地域と学校協働の部会をこの一色小学校区地域再生協議会の中で作ってほしい

と考えています。また、コミュニティ・スクールを支えるものも、地域の中から作ってい

ただきたいと思います。本日午後に一色小で実施される研修はコミュニティ・スクールを

研究してきた方に説明をしていただき、第１歩を踏み出していきます。スケジュールは、

どれくらい出来ているのでしょうか。 

○（教育総務課長）１年目は、研修を行ったり視察に行ったりしながら、認識を深めていき

たいと考えていますが、２年目はどのように取り組むかというのがまだ見えていない状況

です。学校がどのようなことを希望して、地域はどういうことが出来るのかということを

考えていかなければいけません。また、具体的に運営協議会をどのようなメンバーにする

かなども 2 年目は考えて、規則を作るのなどの準備も進めていかなければいけないと考え

ています。 

○（山内委員）コミュニティ・スクールの認識が広まっていないと思います。コミュニティ・

スクールとは何かということ自体がまだ地域の方には伝わっていないと思います。今現在

の状況でもいいと思いますので、よりアピールをしていただきたいと思います。国から補

助金があり、住宅供給公社も色々やっていただけるのですから、もっと教育委員もうまく
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使っていただいて、ＰＲしていただきたいと思います。昨日のはぐくみ塾の防災に関する

講演会も、地区長さんや企業の方にも参加していただきたかったと思います。ＰＲの仕方

を教育委員会議などでももっと考えていきたいと思います。 

○（教育長）コミュニティ・スクールについては、２年間かけて学校の先生方が取り組める

ような環境づくりを行い、地域参加型の学校づくりを行えるようにしたいと考えています。

町民の方に対して、コミュニティ・スクールとは何かということを、地域の代表の方に教

育委員会で説明をしたいと考えています。学校評議員の方の理解も必要なので、一度説明

はしていますが、何回か足を運んで理解いただけるように努めたいと思います。 

○（山内委員）今日の研修会の対象はどのような方でしょうか。 

○（教育長）ＰＴＡ本部役員の方、教職員、学校評議員です。学校の先生などに、コミュニ

ティ・スクールとは何かを理解していただきたいと考えています。その後、先進校などに

先生方に行ってもらいたいと考えています。予算はいくらでしたでしょうか。 

○（教育総務課長）予算は、２０万円程です。 

○（教育長）コミュニティ・スクールの組織づくりを教育委員会として取り組んでいかなけ

ればいけません。 

○（山内委員）文科省の方も、地域の人達がしっかり理解していただくことが重要だとおっ

しゃっていました。開成町がコミュニティ・スクールを成功させていると聞き、開成町の

職務代理から話を聞いたところ、学校の先生にきちんと説明しないとうまくいかないと言

われました。今回は、関係者の方が中心の研修会ですが、一番協力していただかなければ

いけない地域の方にも徐々に開放していけたらいいと思います。 

○（蓮實委員）学校だけに任せるのではなく、教育委員会でも行っていただきたいと思いま

す。ソフト部分の、協議会づくりの中にも教育委員会に関与していただきたいと思います。 

○（原委員）今は、学校がとまどっていると思いますので、教育委員会からきちんと手引き

をしていただきたいと思います。今回のコミュニティ・スクールについては、理解を進め

ながら、実行もしていかないと進まないのではないのでしょうか。例えば、学校の行事を

決めるときに、地域の方にも一緒に考えていただくなど、実際に行動をしていかないと進

まないと思います。今日のような研修会をやはり地域の方にも開放していただきたいと思

います。 

○（教育長）今日は本当のスタートですので、学校の先生主体の研修会とさせていただきま

した。次回からは、色々と考えていきたいと思います。 

○（原委員）昨日のはぐくみ塾の報告をさせていただきます。３０名の方からアンケートの

回答をいただきました。内容的に勉強になったというご意見や、先生方が熱心に聞いてら

っしゃったのが良かったというようなご意見もいただきました。また、今後も続けていた

だきたいという意見もありました。 

○（山内委員）教育研究所の主催の事業というのはどういう位置づけなのでしょうか。 

○（教育長）先生方を対象とした事業ということで、教育研究所の事業としました。 
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○（原委員）地域の方がスタッフとして協力してくださるとか、ボランティアを募るとか、

色々方法を考えていかなければいけないと思っています。 

○（教育長）にのみや子どもはぐくみ塾は、県下でも珍しい夜間などに行われる事業です。

昨日の研修は先生たちに呼びかけを行いました。来てみたら良かったという声が多かった

です。普通の研修事業とは分けて運営していきたいと考えています。 

○（山内委員）避難所を作るときに、誰が避難所を作るのか、学校の先生は子どもの対応を

しなければいけないので、地域で行わなければいけないという話をしていた時に、時間が

きてしまったので、残念でした。続きを行っていただきたいです。 

○（原委員）小田原市でも今回の講師の先生は講演会を行ったりもしていますので、また行

っていただくことも可能だと思います。昨日のはぐくみ塾も先生に声をかけたら、知り合

いの方たちと誘い合って、たくさんの方に来ていただけたので、このまま続けていきたい

です。 

 

 

― 付議事項 ― 

議案なし 

  

 

― 報告・協議事項 ― 

（１）女性活躍推進法について 

（指導班長）女性活躍推進法について資料に基づいて説明。 

 

○（蓮實委員）政策会議報告にありましたが、町としては策定されたということなのでしょ

うか。 

○（指導班長）作成しています。 

 

 

 （２）二宮町いじめ問題対策連絡協議会設置要綱について 

（指導班指導主事）二宮町いじめ問題対策連絡協議会設置要綱について資料に基づいて説明。 

 

○（蓮實委員）組織のなかに、法務局が入っているのはなぜでしょうか。 

○（教育総務課長）国の方で、組織の参考例を挙げています。法務局は、人権を管轄してい

ます。二宮町では、人権を担当する方として、人権擁護委員をお願いしようとしています。

人権擁護委員は定期的に法務局に行って会議をおこなったりしています。 

○（吉田委員）協議会は、教育委員会が委嘱するとありますが、全員の方にお願いするので

しょうか。時期はいつごろになる予定なのでしょうか。 
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○（教育総務課長）（１）から（１０）の方にお願いしようと思っていますが、（１０）は、

町関係部局ということなので、子ども育成課や人権を担当する部署として地域政策課が考

えられますので、必ずしも 1 名とは限りません。主任児童委員については、民生委員の協

議会に 1 名の方を推薦していただけるように依頼しようと考えています。ですから、１０

人～１１人の方にお願いしようと思っています。１回目は１学期中に、２回目は２月ぐら

いを考えています。 

○（吉田委員）小中学校長は、小学校中学校各１名だと思いますが、（６）心理や福祉の専門

家の方はどういう方なのでしょうか。 

○（教育総務課長）専門的な知識を持っている方がいた方がよいと考えていますので、平塚

保健福祉事務所の精神保健福祉士の方や、福祉関連施設で働いている資格を持っている先

生など、福祉関係の機関で働いている方で、専門知識を持っている方にお願いしたいと考

えています。 

○（吉田委員）いじめに特化した経験や専門知識を持っている方もいらっしゃるので、そう

いう専門の方にアドバイスいただけると、よいのではないかと思います。 

○（教育長）（６）の専門家の方をお願いした時に、謝礼は払うのでしょうか。 

○（教育総務課長）報償費を１回あたり３千円、予算計上しました。 

○（吉田委員）いじめの基本方針を検討した時に、専門家という話しがありましたが、同じ

ものでしょうか。 

○（教育総務課長）二宮町いじめ防止基本方針の中にある、「Ⅴ いじめ防止等を推進する体

制」の「２ いじめ問題対策連絡協議会」についてが、今回の要綱になります。 

○（吉田委員）以前、二宮町いじめ防止基本方針について話し合いをした時に、他県で事件

があり、事件があってからではなくあらかじめ声をかけていただくのが重要だと思いまし

たので、よろしくお願いします。 

 

 

（３）県市町村教育委員連合会役員会報告について 

（山内委員）県市町村教育委員連合会役員会報告について説明。 

 

○（山内委員）今回役員会に出席させていただき、開成町の方にコミュニティ・スクールに

ついて聞くことなども出来て、とても有意義でした。他の教育委員の方にも出ていただけ

るような機会があったらいいと思いました。 

○（教育長）昨年は、教育委員会制度が変わったので、教育長が役員会に行きました。しか

し、教育長の集まりは別にあります。ですから、昨年出席した時に、新制度に移行したら

教育委員が出席するべきだと意見を申し上げ、山内委員に参加していただきました。コミ

ュニティ・スクールについては、開成町に今までの取り組みの資料をもらいに４月２８日

に行ってきます。視察に行く予定の三鷹市については、小中一貫校でなおかつコミュニテ
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ィ・スクールを行っていますので、実際子どもの姿を見ることができる所に視察に行きた

いと考え、三鷹市への視察を予定しています。 

 

 

（４）その他 

（教育部長）総合型地域スポーツクラブについて説明。 

 

○（蓮實委員）設立準備委員会というのは、どれくらいの方が集まって開催されるのでしょ

うか。 

○（教育部長）体育協会理事、町民の有志の方、スポーツ推進委員、学識経験者、生涯学習

課などが参加しています。 

○（蓮實委員）体育協会やスポーツ推進委員は、各地区から出ていますが、今回出席される

方は、有志の方なのでしょうか、それとも代表の方なのでしょうか。 

○（教育部長）代表の方です。 

○（蓮實委員）立ち上げの人数としては、集まったのでしょうか。 

○（教育部長）4月時点では 13名です。 

○（吉田委員）前にあった準備委員会の準備委員では、代表者の方が決まらなかったという

報告があったと思いますが、その後組織が出来上がったのでしょうか。青少年指導員やス

ポーツ推進委員がすごく重複して会議を行っていて大変そうですが、この設立準備委員会

はどのような頻度で会議を行っているのでしょうか。また、どのような計画をしているで

しょうか。施設の利用者がかなり多いと聞いていますが、どのように施設を使って活動を

行っているのでしょうか。 

○（教育部長）準備委員会は月１回開催します。町立体育館の利用状況を確認して、今の団

体と競合しないように活動を行います。体験教室を月に１回程度行いたいと考えています。

今後の進め方は、準備委員会の中で決めていくことになります。 

○（吉田委員）準備委員会の会長は決まったのでしょうか。 

○（教育部長）メンバーが決まったので、その中から役職は決めていくことになります。 

○（吉田委員）各団体が場所取りに苦労しているようなので、競合しないように良く調整を

していただきたいと思います。 

○（教育長）町民に歓迎されるようなクラブになることを期待したいと思います。 

 

 

― 次回教育委員会議予定 ― 

（教育総務班長）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について説明。 
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― 閉会宣言 ― 

（教育長）平成２８年度４月定例教育委員会議を終了いたします。 

 

 

                          １１ 時 ５５ 分 終了 


